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こ
の
「
立
ち
渡
る
」
で
始
ま
る

詩
は
、
日
蓮
聖
人
が
亡
く
な
ら
れ

る
約
二
ヶ
月
前
の
一
二
八
二
年
八

月
、
六
十
一
歳
の
時
に
、
身
延
山

に
て
詠
ま
れ
た
一
首
で
す
。

　
日
蓮
聖
人
は
、
九
年
間
に
お
け

る
身
延
で
の
ご
生
活
の
中
で
、
こ

の
山
を
心
よ
り
愛
さ
れ
ま
し
た
。 

釈
迦
は
、
イ
ン
ド
の
山
、
霊
鷲
山

（
り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん
）
で
法
華
経
を

説
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

蓮
聖
人
は
、
身
延
山
を
霊
鷲
山
に

見
立
て
、
信
仰
の
山
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　
最
期
に
は 「
墓
を
ば
身
延
山
に

立
て
さ
せ
給
へ
。
未
来
際
ま
で
も

心
は
身
延
山
に
住
む
べ
く
候
」（
お

墓
は
身
延
山
に
建
て
て
下
さ
い
。

未
来
永
劫
、
心
は
身
延
山
に
あ
り

ま
す
。）
と
ご
遺
言
さ
れ
、
こ
の
身

延
山
こ
そ
日
蓮
聖
人
の
魂
を
留
め

て
い
る
、
真
の
霊
山
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　「
立
ち
渡
る
」
の
詩
は
、
身
延
山

で
法
華
経
の
修
行
を
し
、
悟
り
を

得
て
、
煩
悩
の
浮
き
（
憂
き
）
雲

が
身
延
の
山
颪
（
や
ま
あ
ら
し
）

に
よ
っ
て
吹
き
払
わ
れ
る
こ
と
の

悦
び
が
、
流
麗
な
叙
述
で
説
か
れ

て
い
ま
す
。

　
身
延
山
は
日
蓮
宗
の
開
祖
で

あ
る
日
蓮
聖
人
が
、
修
行
を
さ

れ
た
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
人
々

に
有
り
難
い
教
え
を
広
め
た
霊

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
修
行
走
は
、
古
来
か
ら

の
「
身
延
巡
拝
」
の
道
を
そ
の

ま
ま
コ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
、
下
記
に
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
法
華
経

の
霊
地
で
あ
る
身
延
山
に
点
在

す
る
、
経
石
を
巡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
是
非
こ
の
修
行
走
を
通
じ
て
、

今
な
お
多
く
の
人
々
か
ら
信
仰

を
集
め
る
修
行
の
道
、
法
華
経

の
聖
地
で
あ
る
身
延
の
霊
気
を

全
身
で
感
じ
て
下
さ
い
。

　
全
身
全
霊
を
尽
く
す
も
の
に

こ
そ
、
身
延
山
・
七
面
山
は
真

の
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

③
赤
沢
集
落
：
江
戸
時
代
に

は
、
身
延
講（
身
延
参
り
）

が
流
行
し
、
身
延
山
と
七

面
山
の
巡
拝
者
で
賑
わ
っ

た
。

①
久
遠
寺
：
日
蓮
宗
の
総
本

山
。
天
井
に
飾
ら
れ
た
龍

の
絵
は
圧
巻
。
普
段
は
走

る
こ
と
の
で
き
な
い
境
内

を
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
思
親
閣
：（
思
親
＝
親
を
思

う
）
身
延
山
・
山
頂
に
あ

り
、
日
蓮
聖
人
が
故
郷
を

思
い
出
し
て
は
、
道
な
き

道
を
山
頂
ま
で
登
り
、
思

親
閣
か
ら
父
母
を
偲
ん
で

故
郷
・
房
州（
千
葉
県
）を

拝
ん
だ
。

し
し
ん
か
く

く
お
ん
じ

④
敬
慎
院
：
七
面
山
・
山
頂

付
近
に
あ
り
、
修
行
者
に

ご
利
益
を
与
え
て
下
さ
る

神
様
を
祀
る
。

※

右
の
番
号
は
、
上
の
地
図
に

場
所
を
示
し
た
も
の
で
す
。

他
に
も
、
古
来
の
修
行
の
足
跡

を
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

け
い
し
ん
い
ん

感応道交とは、仏と人間の気持ち、また教える者と、教
えられる者の気持ちが通じ合うこと。

奥之院・思親閣

奥之院・思親閣
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